
扱いやすい
結晶性次亜塩素酸塩

利用例

2級アルコールの酸化反応

2-オクタノール (1.30　g, 10.0 mmol)、テトラブチルアンモニウム硫酸水素塩 (0.17　g, 0.50 mmol)、
TEMPO free radical (21　mg, 0.13　mmol)およびジクロロメタン(10 mL)の混合物に、次亜塩素酸
ナトリウム五水和物 (2.0　g, 12.2　mmol)を5　°Cで一度に加える。0.5時間攪拌後、飽和亜硫酸
ナトリウム水溶液 (20　mL)を加えて反応を停止させる。有機層を分離して、水層をジクロロメ
タン(30　mL)で抽出する。有機層を合一して水 (30　mL)で洗浄し、無水硫酸ナトリウムで乾燥後、
減圧下濃縮する。得られた残渣を蒸留することで、無色液体の2-オクタノンが収率95%で得ら
れる。

実験手順 (Scheme 1)

特長

• 秤量しやすい結晶性化合物
• 冷蔵保管により長期保存が可能
• 水酸基や硫黄化合物の酸化反応に有効

NaClO 5H2O.
Sodium Hypochlorite Pentahydrate

25g 2,200円 / 500g 4,500円 
[S0939]

TEMPO Free Radical 5g 6,000円 / 25g 19,000円 [T1560]
Tetrabutylammonium Hydrogen Sulfate 
  25g 2,200円 / 100g 5,900円 / 500g 17,800円 [T0835]
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Scheme 1.

Scheme 2.
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扱いやすい結晶性次亜塩素酸塩
その他の利用例

当量調整によるスルフィドの酸化

ジスルフィドおよびチオールからスルホニルクロリドの合成
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1,2-ジオールの酸化的開裂
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